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The positive type oflearning in the Japanese language to develop

“your abilityto communicateyour thoughts and feelings to others"

Yoich SATO Taeko SAKON

新学習指導要領「国語科」に於いて,今回新たに「伝え合う力」の育成という双方向的なコミュニケーション

能力の重要性が提示された。これは21世紀の言語教育における基礎基本の一つとして,単に国語科のみの学習内

容というより,学校教育全体の基礎・基本としての重要な意味がある。しかし,移行期の現在,「伝え合う力」の

授業実践の多くは児童生徒に付けるべき国語科「言語能力」の位置付けや評価観・指導技術や学習段階等が曖昧

で混乱している。安易なスピーチや発表・報告・話し合い等は,情報や資料,説明文等をF読むこと」や論理的

な報告を「書くこと」といった系統的な言語能力育成を分断したところでの活動のみの学習となっている。

本稿は,国語科における緊急の実践課題でありながら混乱の多い「伝え合う力」の育成を中心に[国語科とし

ての言語能力の基礎基本]を生徒全員に身に付けさせ,さらに「正確で個性的な情報理解と発信・評価」の方法

の基本的な授業モデルを,実践的に提案することにある。コミュニケーション能力としての「伝え合う力」育成

という課題を,「話すこと・聞くこと」と「書くこと」「読むこと」と立体的に関連させながら,段階的な学習過

程を構成し,論理的で管性的な「伝え合う力」を育てる。さらにこうした学習の上に,“ジェンダー入門"という

形で現代社会における人間らしく個性的な生き方の意味について情報発信の学習を構成したものである。

キーワード ｢伝え合う力｣ 国語科の基礎基本

はじめに一新学習指導要領と「伝え合う力」一

新学習指導要領の告示によって,情報化・国際社会

の枠組みの中で,また完全週五日割下で生涯学習につ

ながる「生きる力」を育てる新国語科の方向が示され

た。中でも,今回の国語科の目標に新しく付け加えら

れられた「伝え合う力」の育成が実践上の大きな課題

となっている。本稿における「伝え合う力」を育てる

発信型の国語科学習のポイントは大きく2つである。

(「段階的な学習過程」を構成し,論理的で個性的な

「ｲ云え合う力」を身につけさせる。

「伝え合う力」は,「話す・聞く」の音声言語によ

る伝達面のみが強調されがちである。しかし,論理的

で個性的な「伝え合う力」を育てるためには,「読む

こと」「書くこと」の文字言語との関連から段階的に

指導していくことが必要である。

(2)確かに「伝え合う」ための方法を,音声言語と文字

言語を相互に関連させながらの指導・支援。

確かに伝え合い,豊かな話し合いを成立させるため

には,そのための観点や方法の指導・支援が必要であ

る。そこで学習過程の各段階で,学習の基本と方法が

明確になるようなシンプルなワークシートを用いて,

確かに「伝え合う」ための観点や方法を指導・支援し

ていく。さらに音声言語と文字言語を相互に関連させ

ー

段階的な学習 ジェンダー

ながら指導することにより,場面や状況に応じた「伝

え合う力」を育成する。

1。「ジェンダー」と生き方を考える学習

21世紀社会の課題として,環境問題,福祉問題など

が挙げられるが,中でもジェンダーをめぐる問題が近

年重要視されてきている。ジェンダーとは,生物学的

な意味での「性」と区別し,社会的・歴史的につくら

れてきた制度的「性役割」を意味する。生徒たちを取

り巻く日常生活は,性役割や就職問題・メデイアなど

を通してこのような問題と関わらざるを得ないような

状況にさらされており,生徒たちの関心も非常に高い

問題である。しかし学校教育においては,これまでジ

ェンダーについて積極的には取り上げられず,逆に性

差別を再生産しているのが現状である。今学校教育と

して必要なのは,「ジェンダー」の視点を教え,そこ

から人間という存在や現代社会を見直して,より自分

らしい生き方を探ることである。

そこで本実践では発信学習の題材として「ジェンダ

ー」を取り上げ,中学三年生のこの時期に,広くジェ

ンダーに関する基本学習(入門)を行った。

2。実践の概要
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(対象生徒 中学校3年生 3学級 82名

(2)生徒の実態

①進路選択を控えて心理的に不安定な生徒たちは,周

りに自分を理解し認めてほしいという思いが最も強

い時期である。また現代の情報化社会の中で,生徒

たちは驚くほど多くの情報を得ている。しかし公的

な場で,自分の考えや得た情報を伝えたり,他者か

ら情報を受け取る意欲や機会は意外に少ない。

②21世紀社会の課題として,ジェンダーをめぐる問題

が近年重要視されてきている。性役割や就職問題・

メデイアなどを通して,私たちを取り巻く日常生活

はこのような問題と関わらざるを得ないような状況

にさらされており,生徒たちの関心も非常に高い。

(3)指導目標

①「伝え合う力」の基本を理解し,これからの学習に

生かそうとする。 →情報の正確な理解

②「ジェンダー」に関する課題を日常生活や経験から

選び,文章構成や具体例の説明の仕方に気をつけな

がら発表原稿をわかりやすく記述する。

→情報の選択・構成,日常・経験の再発見

③絵や図,グラフを用いるなど,説明をわかりやすく

する工夫をしたり,話し方に気をつけたりしながら,

聞き手によくわかる発表をする。

→情報伝達の基本と個性化,表現技術の方法

④自分や友達の発表の内容,発表の仕方等の評価をす

る。 →情報活用の自己評価能力

(4)実践計画(7時間完了)

3。国語科学習指導案-「伝え合う力」を育てる

発信型の国語科学習一資料1参照

4。指導の実際

( 学習段階1-「導入」-(1時間)

導入では,「ジェンダーに関するアンケート」(資料

2)の記述を行った。アンケートの主旨は,これまで

当たり前のように思っていたことで,ふと変だと感じ

るような日常生活のジェンダーに関する問題に体験的

に気づかせ,問題意識をもたせることである。

アンケート項目として,1女性(または男性)でよ

かったと思うことは何か,2女性(または男性)でよ

くなかったと思うことは何か,3「女らしさ」という

とどんなことをイメージするか,4「男らしさ」とい

うとどんなことをイメージするか,5テレビ(ドラマ

やCM)やマンガなどで,「女らしさ」(または「男ら

しさ」はどのように描かれていると思うか,6あなた

が今,あるいは将来「自分もそうなりたい」と思うの

はどういう女性か(または男性か)とした。アンケー

トの最後には生徒にとっておそらく初めて耳にする

「ジェンダー」という用語とその意味を知らせ,今後

の学習の見通しをもたせた。また,このアンケートや

学習全体のテーマを「自分らしい生き方を考えるため

に」とし,ジェンダーという観点から,より自分らし

い生き方を探ることも学習のめあての一つであること

を伝えた。その後アンケートの意見を分析し,生徒の

興味・関心の方向を確認して,今後の指導に生かした。

資料3は「ジェンダーに関するアンケート」のまと

めである。 1番「女性または男性でよかったと思うこ

と」として,女子の1位はファッションに関すること,

2位に「男ほどきつく叱られない」など女性の特権に

関することが選ばれている。男子の1位には就職率の

高さや家父長制などの「社会の男性に対する価値観」

が選ばれ,現在の社会や家庭における男性の在り方を

考えさせられる結果となった。

2番「女性または男性でよくなかったこと」として,

女子の1位は「身体」に関することが選ばれている。

この時期の女子は自分自身の体のことでコンプレック

スをもっており,それが結果として表れてきている。

次に3番の「女らしさのイメージ」であるが,女子

の1位に「性格」が選ばれているのに対して,男子の

1位には「外見」選ばれており,「女らしさ」に関す

る男女の視点の違いがうかがえる。

4番の「男らしさのイメージ」は男女ともに1位が

外見,2位が性格となっている。しかし特に「性格」

に関して選ばれた観点が男女で全く違い,女子は「決

断力がある」など,頼れる存在として男性を見ている

ことがわかる。

また5番の「テレビやマンガなどで女らしさや男ら

しさはどのように描かれているか」については多少の

違いはあるものの男女ともに「女らしさ」は料理,化

粧,ファッション等のイメージがあるのに対し「男ら

しさ」は仕事関係のイメージが強いことがわかる。

最後に6番「理想の女性・男性像」には,実に様々

な意見が出されたが,特に女子は「家庭と仕事を両立
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資料1 国語科学習指導案

「伝え合う力」を育てる発信型の国語科学習

-ジェンダーをめぐる問題をテーマとしてー

中学3年生学習指導案

指導者 左近妙子

指導目標

(1)「伝え合う力」の基本を理解し,これからの学習に生かそうとする。 。

→ 情報の正確な理解

(2)「ジェンダー」に関する課題を日常生活や経験から選び,文章構成や具体例の分析的な説明の仕方に

気をつけながら,発表原稿をわかりやすく記述する。

→ 情報の選択・構成, 日常・経験の再発見

(3)絵や図,グラフを用いるなど,説明をわかりやすくする工夫をしたり,話し方に気をつけながら,聞

き手によくわかる発表をする。

→ 情報伝達の基本と個性化,表現技術の方法

(4)自分や友達の発表の内容,発表の仕方等の評価をする。

→ 情報活用の自己評価能力

授業計画(7時間完了)
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資料2 ジェンダーに関するアンケート 資料3 ジェンダーに関するアンケートのまとめ

「自分らしい生き方を考えるために」

~3年生男子37名,女子43名の「ジェンダー」に関するアンケートのまとめー
(複数回答を含む)

1 女性(または男性)でよかつたと思うことは何ですか。 ,
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し,自分が好きな仕事をやり続ける」等,自立した女

性を目指す意見が多く見られた。それに対して男子の

多くは実在の人物を例として挙げるなど,理想の男性

像に非常に具体的なイメージを抱いている傾向にある。

このようなアンケート結果のまとめを読み合い話し

合うことで,友達の考え方を知り,自分の考えとの共

通点,違う点を確認して学習に対する関心を高めた。

(2)学習段階2-「基本学習」-

この段階では,「コミュニケーションの基本モデル」

「アンケートやインタビューの方法」「発信・相互交

流・評価方法」を学び今後の学習に生かす「伝え合う

力」の基本学習を行った。それぞれ「伝え合う力」を

育て,人と豊かにコミュニケーションをしていくとい

う観点から指導事項を焦点化し,4枚の資料を用いて

学習した。

「コミュニケーションつて何だろう?」(資料4)

では2つの図を使って「コミュニケーションの仕組み」

について学習した。一般的なコミュニケーション論な

どの研究は数多くあるが,国語教育に生かせる形での

図式化は難しく,これまであまり実践されていなかっ

たので今回このような形で実践化を試みた。コミュニ

ケーションは単に「話し手」と「聞き手」と日貴報」

から成り立っているのではなく,場面意識や文化的状

況にも依存しているという立体的な仕組みを捉えるこ

とが「伝え合い」では重要となるので,例を挙げなが

ら説明した。またコミュニケーションにおいて「話し

手」がどのようなメッセージの方法を選んでいるかに

ー
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より,「話し手」の配慮や,「話し手」と「聞き手」の

人間関係等を理解する手掛かりとなる。生徒はこのコ

ミュニケーションの基本モデルを話し合うことで,情

報はどのような仕組みで伝えられ理解されるかという

コミュニーションの仕組みの一端を,自らの体験と関

連させながら理解することができた。

またここでは,非言語的コミュニケーションを含め

た音声言語と文字言語との違いを押さえた。このよう

な知識は中学生には難解であると思われがちである

が,自分の主張や発見を効果的に伝え,他者から豊か

に学ぶためにも,こうした特質を学習者のレベルに合

わせて段階的に繰り返し指導していくことが今後ます

ます必要になってくる思われる。

「インタビューの方法」(資料省略)では,「伝え合

う力」を育てるためのインタビューの在り方という観

点で資料を作成した。ここでのポイントは「インタビ

ューの方法」を,事実を論理的・分析的に捉えるとい

う観点から具体的に示したことと,インタビュー活動

を人間関係・コミュニケーションの方法の練習の場と

して位置付けたことである。

アンケートは学校生活だけでなく日常生活の様々な

場面で行われているが,ここでは国語の学習として立

場や視点をはっきりさせた「アンケートの方法」(資

料省略)を示した。特にアンケートのポイントとなる

項目の選び方や結果の読み取り方を,実際のアンケー

トを例として挙げながら説明した。

確かに伝え合い,豊かな話し合いを成立させるため

には,そのための観点や方法の指導・支援が必要であ

る。「発表・相互交流・評価の方法」(資料5)の1番

は確かに「伝え合う」ための言語能力の観点で,2番

は聞き手の問題意識や学び方を育てるための観点であ

る。2番の観点について言及する。(1)の感心できるこ

と,驚けることも大切な学力のーつである。(2)では,

友達の報告の良さや特色を「自己発信」に生かす態度

を育てる。(3)では「意見」や「考えこと」と区別して

「分からないこと」や「聞き逃したこと」を自覚的に

聞くことにより,自分との関わりから「豊かに」聞く

ための基本的な観点を教える。(4)は伝え合う力の重要

なポイントとなる。聞き手が,報告内容や方法と,自

分の生活経験とを結びつけて考える習慣や態度を普段

から身につけさせることが大切であると考える。

またこの学習段階では,先程の「ジェンダーに関す

るアンケートのまとめ」と合わせて,A4の3枚の資

料(省略)を使いジェンダーに関する基本学習を行っ

た。まず松本侑子の「ダブル・バインド」というエッ

セイを読み合うことで問題提起とした。続いて結婚,

育児,職場でのジェンダー問題を紹介して話し合い,

ジェンダーの基本を確認した。

(3)学習段階3-「応用・個性化学習」-

「応用・個性化学習」は,基本学習を生かしてジェ

ー 107

ンダーに関する情報を集め,発表原稿をつくる学習で

ある。国語が著手な生徒の負担を減らし,全員が楽し

みながら学習できるようグループ学習とした。資料6

のA4のワークシートを用い学習を進めた。まず1番

で個性的な発表のテーマを決め,テーマを選んだ理由

を記述させた。次に2番として,情報を集める方法を

考えた。例を挙げながら指導したが,なかなか方法が

決まらない班には個別に支援した。3番では実際に発

表のための情報を集めた。

資料6に挙げた班は「現代の女性,男性について」

というテーマを選び,2人の先生方にインタビューし

て意見をうかがうという方法を選択した。「基本学習」

の「インタビューの方法」と合わせてインタビュー用

紙(省略)を作成しておき,インタビューをする班に

渡した。生徒は事前にインタビュー項目まで記入して

おきインタビューに臨んだところ,予想以上に多くの

情報を引き出すことができた。インタビューを受けた

先生方から「初めのあいさつやお礼がしっかりでき,

話を真剣に聞いてくれて気持ち良かった」「メモの取り

方や聞き方がしっかりしていたので,自分が思ってい

たよりも多くのことを伝えることができた」等の感想

をいただき「基本学習」が生きていることを確認する

ことができた。ここからもF基本学習」として学び方

を教えることは,生徒が他から認められ,一人一人の

良さや管性を発揮する上で重要であることがわかる。

次にグループの一人一人が原稿を書き,わかりやす

い説明の仕方を選びながらグループで一つの原稿を作

った。書き終えた班には個別指導により「なかとまと

め・むすびは整合しているか」「なかの記述は詳しく

わかりやすいか」などの評価の観点から添削し,推敲

させた。発表のための資料は時間数短縮のためA4の

用紙に書かせ,拡大装置でB紙に拡大し,それを見や

すくするために色をつけたり枠で囲ったりした。

発表やスピーチの内容を,発表原稿としてすべて文

字言語として表現することは,本当の意味での音声言

語指導ではないとの批判もある。しかし今小中学校の

子どもたちに必要なのはその場で消えていくような表

面的な意味での活気のあるスピーチや話し合いではな

く,論理的思考に基づく音声言語の学習である。論理

的で管F生的な文字言語とクロスさせた音声言語指導こ

そ「伝え合う力」を育成することにつながると考える。

(4)学習段階4-「発信・交流・評価学習」一

全グループが発表原稿の清書を完成させた後「発

信・交流・評価学習」として,「自分らしい生き方を

考えるために(ジェンダー関する発表会)」を行った。

はじめに「自己・相互評価カード」を配布し,「基

本学習」で学んだ「発表・交流・評価の方法」と合わ

せて発表の方法と観点を示した。「自己評価カード」

(資料7)は,すべての生徒に無理なく記入させるた

めにそれぞれの項目について◎,◎,0の三段階評価
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とした。これらの項目を,教材や発達段階に応じて適

宜焦点化して取り上げ,総合的に「伝え合う力」を付

けていくことが大切だと考える。「相互評価カード」

(資料省略)についてはそれぞれの班の発表内容や発

表の仕方について一言でもいいので意見・感想を書か

せ,交流のための手掛かりとした。生徒たちは,感心

したこと,自分の発表に生かしたいこと,確認したい

こと,考えたことなどを自分なりの視点から記述して

意見を出し合い,生徒の管性が発揮された豊かな交流

学習を行った。

資料8に実際の発表会の全グループのテーマと内容

の一覧を載せた。各グループとも日常の中から問題を

発見し,情報を集め選択し,論理的で個性的な発表原

稿を書いて公的な場で発表することができた。生徒た

ちはこの段階では「ジェンダー」について正確に理解

したとか,「ジェンダー」という視点から人間の存在

や社会の在り方を見直せるようになったわけではな

い。しかし生徒たちが今後も「ジェンダー」について

考えていくきっかけになっている。今回の学習は広い

意味での「ジェンダー」に関する基本学習となった。

学習の最後に「まとめ」として,「自分らしい生き

かたを考えるために」を通して考えたことやわかった

ことを書かせた。ある生徒はF他の班の発表から,男

性,女性とする以前に1人の人間なのだということを

改めて実感した。あくまでも『自分らしさ』が大切で,

それが管性だということを知った」と書いており,こ

の生徒にとって,この学習がジェンダーという視点か

ら人間を見直すきっかけとなったことがわかる。

5。考察一伝え合う力の基礎基本と「生きる力」-

資料9は「『自分らしい生き方を考えるために』を

通して考えたことやわかったこと」として生徒が記述

した意見の一部である。(1)から(7)までには,生徒が自

分なりに今回のジェンダーに関する学習から学んだこ

とが記述されている。このように,発信・交流のコミ

ュニケーションの中で新たな現実の発見をしたり,自

分自身の考え方を深めたりする生徒の姿が見られた。

また(8)から帥の意見のように互いの表現の個性を認

め,「伝え合う」ための方法を学びその意義や難しさ

に気付いたという意見も多くみられた。

このような生徒の感想や現実の再発見から,「段階

的な学習過程」を構成したこと,生徒たちに「伝え合

う力」の基本から個性化への方法を体験的に学ばせる

こと,また「伝え合う」ための方法を,音声言語と文

字言語とを相互に関連させながら指導・支援したこと

により,確かに伝え合い,豊かな話し合いを成立させ

ることが重要であることがわかる。

「伝え合う力」にはいくつかの段階があり,音声化

のレベルの基礎(口形・発声・声量・相手や目的意識

等)が習得できたら,次の段階としては「何を」「ど

ー

資料8 生徒が発表した「ジェンダー」に関するテーマと内容

資料9 「自分らしい生き方を考えるために」を通
してわかったことや考えたこと
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のように」話し,聞き,互いに関わるかという個々の

思考力や表現力の個性を指導・評価するレベルの課題

がある。この段階は「書くこと」「読むこと」の学習

と深く関連した指導事項であり,「内容的に個性的で

価値のある発表」や「自分の経験と関連させて豊かに

聞き取り,友達と関わり互いに学び合う交流」ができ,

「自分の報告を資料操作とともに論理的にまとめるこ

とができる言語能力」を育成することにつながる。

こうした点を踏まえて「伝え合う力」を育成するた

めの学習のポイントについてまとめると次のようにな

る。なお1~3の項目は全教科の基礎として,3~5

の項目は国語科固有の指導事項としてまとめてある。

1~5の項目は「総合的な学習」の場面でも国語科学

習の応用・発展として活用される部分である。

おわりに

1話す・聞く,話し合うF楽しさ」の体験

田 自分の意見や考えに自信を持たせる

(2)話す・聞く態度を形成する

(3)話す方法・聞く方法の基礎を指導する

2音声化の基礎学習一人間関係を創る基礎

① 「声に出すこと」は他者と関係を創る第一歩

(2)発音・発声,抑揚・強調,非言語的表現の特色

(視線・しぐさ・象徴等)

3情報理解・発信のための基礎的学習

(1)話し聞く「目的」は何か(目的意識)

② 誰に向かって(相手意識,人数や年齢他)

(3)場面や条件の理解(時間や場所,資料

4情報収集・選択から発信までの基礎基本学習

① テーマや話題選択

(2)論理的で皆既的な「構成」「判断」の方法

(3)与えられた条件の効果的な生かし方

(4)効果的な目貴報発信」の方法と工夫

5情報信から交流・評価への基礎基本学習

困 質問や意見・批評に対する補足や解説・反論を

考えて話す

(2)意見や批評を「正確に」「豊かに」理解して聞く

(3)報告を「正確に」「豊かに」聞く

(4)一連の学習から何かを学び考える

本研究実践の目的は,「国語はつまらない」という

生徒たちに,「ジェンダー」という今日的なテーマを

提示することで楽しい学習として意識させながら,現

代社会の中での「自分らしい生き方」について中学生

の発達段階に即して学習させること,国語科としての

「言語能力の基礎・基本」を身につけ「正確で個性的

な情報理解と発信・評価」に展開するような基本モデ

ルを提案することにあった。授業数削減に伴う学習方

法の改革が必要なこの時期こそ,シンプルで楽しく,

学習方法・評価が具体的にわかる授業を組み立てる必

要がある。

〈付記〉本稿は「第2回実践国語フォーラム(宝塚大

会)」(全国国語教育実践研究会主催2000年8月18日~

19日 宝塚ホテル)での,左近による研究発表の一部

をまとめたものである。国語科の基礎・基本の言語能

力育成の立場からジェンダー教育(入門)を取り扱っ

た実践だが,身近なジェンダーの問題を生徒がどのよ

うに受け止め,また情報発信したか等については分量

の関係から本稿では十分には述べることができなかっ

た。生徒の情報収集・構成・発信等の詳細(資料)は

省略したことをお断わりします。
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